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Abstract
Pamphwag, a pamphlet web application generator, was developed to allow users to easily create pamphlet apps
from pamphlet data without the requirement of any programming skills. The store-search function is important for
pamphlet apps. The pamphlet apps generated using Pamphwag have a function for exploring stores using various
conditions such as keywords and location information. An attempt was made to generate a real pamphlet app with
Pamphwag, and the app was successfully generated.






米市地産地消推進店」アプリは Android アプリとウェブ・アプリの2つの形態で提供されていたが，Android アプリ





















(b) List Screen (c) Information Screen (d) Filtering Screen (e) Map Screen (a) Start Screen 
ゲーム等とは異なりスマートフォンの性能が問題になることはない．また，Adobe PhoneGap 等を利用すれば簡単にネ
イティブアプリ化することも出来る．本研究において開発するツールはパンフレット・ウェブ・アプリケーションを生
成するツールなので，Pamphlet Web Application Generator から Pamphwag と命名した．Pamphwag は利用における
技術的な敷居を低くするため，プログラミングが一切不要なツールとして開発することにした（ここでのプログラミン




























Fig. 1 Screen Examples of Pamphlet App




















地図画面（図1⒠）は Google Maps や OpenStreetMap の地図を表示する画面である．この画面を実装するには Google












































































































Fig. 3 Choices Filtering






























リスト1に示すような店舗データの CSV ファイルを指定する．ところで，CSV のフィールド区切り記号はカンマ（，）
であるが，Pamphwag ではカンマ，タブ，セミコロン（；），コロン（：），半角スペースから選択可能になっている．
基本データの欄に CSV ファイルを指定して，フィールドの区切り記号を選択したら「基本データの設定」ボタンをク
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リックする．すると“このリンク（アプリで使用するデータ）をクリックして，ファイルを保存して下さい．. . .”と表
示される．このリンクをクリックして保存するファイル（ファイル名は mainData.js）が CSV ファイルからアプリ内で




多くの場合，表の要素（table 要素）として記述されると思われるが，必ずしも table 要素で記述しなければならない
訳ではない．例えば箇条書き（ul 要素）で記述しても構わない．ただし，table 要素や ul 要素のように子要素（table














繰り返しの部分ではデータを埋め込みたい要素には必ず class 属性を記述する必要がある．その class 属性値と店舗
データの列番号の対応を指定することで，要素の内容が指定された列番号の値に置き換えられて表示されるようになる．
（要素の内容ではなく指定された属性値に置き換えることも可能である．これにより，例えば img 要素の src 属性の
値を置き換えることで画像を表示させることも可能である．）
class 属性値と店舗データの列番号の対応は，繰り返しの後のテキストエリアの下の表形式の入力欄に必要な項目を










Fig. 5 Setting Example of Correspondence between Class and Column Number
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Fig. 6 Setting Example of Correspondence between Id and Column Number
⑷ 情報画面の設定
情報画面は見出し，店舗情報の部分及び「前へ」「次へ」「戻る」ボタン等から構成されるが，ここでは店舗情報の部














力することで指定する．この表は要素の ID 欄に要素の id 属性値を指定する以外は一覧表の場合と同様である．これら
の入力が完了したら「情報画面の設定」ボタンをクリックする．リスト1に示すデータの例を図6に示す．
⑸ 地図画面の設定
ここでは地図画面の有無，有する場合は地図の種類と URL を指定する．地図の種類は Google マイマップと
OpenStreetMap に対応している．地図画面を表示させるには予めどちらかのサービスで地図を作成しておく必要があ
る．また，店舗データ中に店舗の緯度と経度の情報が含まれている必要がある．URL の欄には作成した地図の URL を
入力する．緯度経度の列番号の欄には緯度の列番号と経度の列番号をカンマ（，）で繋いで入力する．最初の表示倍率


































⑴～⑺設定が終了したら，「パンフレットアプリの生成」ボタンをクリックする．すると PAG.js と index.html とい
う2つのリンクが表示されるので，これらをクリックしてファイルを保存する．更に，基本的な CSS ファイルや
Pamphwag で生成された全てのアプリで共通に必要となる JavaScript ファイル等を ZIP でまとめたファイルがあるの
で，これもダウンロードして解凍する．index.html と PAG.js，⑵で得られる mainData.js 及び ZIP ファイルを解凍して
得られる main.css，PAfunc.js，ui_img フォルダは同じディレクトリに配置する必要がある．
以上が Pamphwag によるパンフレット・アプリの生成手順だが，この内の⑶及び⑷では HTML の記述が必要であ
る．また，生成されたパンフレット・アプリはそのまま公開できるような実用的なデザインにはなっていないので index.














生成された index.html や CSS ファイルを編集して，実用的なデザインとなるよう作業を行っていたが，データ項目
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に変更が生じたため再度生成し直すことになった．新たに生成された index.html にはそれまで行っていたデザインの






















Pamphwag ではプログラミングのスキルは必要としないが，HTML 及び CSS に関する知識は必須である．そのため
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